
 
       第５学年算数科学習指導案 
 日 時  平成 1７年１０月１２日(水) 授業１  
 学 級  ５年 4 組 男 1７名 女 1７名 計 3４名      

     場 所  ５年 4 組教室   ５年少人数指導教室 
授業者  教諭 及川 直美  教諭 菊地 祥子 

 
１ 単元名  「円周と円の面積」（円をくわしく調べよう） 
 
２ 単元について       
（1）教材観 
   本単元にかかわる小学校学習指導要領の第５学年の内容には、「図形についての観察や構成

などの活動を通して、基本的な平面図形についての理解を一層深めるとともに、図形の構成
要素及びそれらの位置関係に着目して考察できるようにする。」「基本的な平面図形の面積が
計算で求められることの理解を深め、面積を求めることができるようにする。」とある。 

   図形についてはこれまでに、二等辺三角形、正三角形、正方形、長方形、平行四辺形、台
形、ひし形を構成したり操作したりする活動を通して、基本的な平面図形の概念や性質を学
習している。第４学年では、円について、円の性質やかき方、半径と直径との関係を学習し
ている。 
本単元では、円周率の意味、円周の求め方、円の求積方法等を学習していく。既習の図形

の概念や性質、基本的な図形の求積の仕方を考えてきた既有体験をもとにして、円周と直径
の関係を調べたり、等積変形をする等の活動を通して円の面積を求めたりする。           

（2）児童観 
   児童は、分かるようになりたい、多くの問題を解きたいという意欲をもって学習に取り組

んでいる。プリント問題を楽しみにし、家庭での学習に生かして繰り返し取り組む児童も増
えてきている。これまでに、発展的な学習として「小数と整数のしくみ」では魔方陣で数の
しくみの理解を深めることに、「偶数と奇数」ではカレンダーのひみつをさがすことに、「小
数のかけ算とわり算」では小数点以下の位が増えたときの計算に取り組んできた。また、学
習後に家庭学習として取り組むなど、関心も高まってきている。しかし、一学期末に行った
「算数の学習に関する意識調査」によると、自主的に考えを深めたり広げたりする経験があ
まりないというという実態が明らかになった。ひとり学びでは、自分の力で求めようと意欲
的に取り組むが、中には、なかなか自分の考えを書けない児童もいる。苦手意識が強く、取
りかかりや理解に時間がかかる児童もいるが、少人数学習では、個別に分からないところを
質問できるので、粘り強く考えようとする姿勢が見られる。 

本単元に関わるレディネステストの結果は、次の通りである。                 

１ 円の直径、半径、中心が分かる。     正答率８５％  
２ 直径から半径を、半径から直径を求めることができる。     正答率９０％  
３ 円を作図できる。                       正答率９０％  
４ 長方形の面積を求めることができる。              正答率８４％ 
５ 小数(小数第二位)×整数(一桁)の計算ができる。          正答率８４％ 
６ 小数(小数第二位)×整数(二桁)の計算ができる。          正答率５５％ 
７ 整数÷小数(小数第二位)の計算ができる。            正答率９０％ 
８ 四捨五入して概数で求めることができる。            正答率５３％ 

           レディネステストの結果から、小数に二桁の整数をかける計算と概数で求めることの理解
が十分ではないといえる。円周率の公式を活用する学習では必要な技能なので、単元に入る
前にレディネスを高めておく必要があると考える。                        

(3) 指導観 
   本単元では、円周の長さや円の面積について既習事項と関連させ、学習方法の見通しをも

って考えていこうという意欲をもたせ、学習を進めていきたい。 
第１小単元においては、円周率の意味、円周の長さを求める公式の理解とその活用をねら

いとして学習を進めていく。まず、円に内接する正六角形と外接する正方形の周りの長さを
もとに、円周の長さは直径の３倍より長く４倍より短いことを確かめる。次に、様々な円の
形をしたものについて、直径と円周との関係を調べ、体験的に円周率の意味をとらえさせて
いく。そして、直径と円周との関係を関数的に考察し、理解へとつなげるようにしていく。 
第 2 小単元においては、円の面積を求める公式の理解とその活用をねらいとして学習を進

めていく。まず、円に外接する正方形と内接する正方形の面積から、円の面積は半径を一辺
とする正方形の２倍より大きく、４倍より小さいことを確かめる。次に、１目盛り１㎝の方



眼を利用して円の面積を求め、その円の半径を一辺とする正方形の面積の約 3.1 倍であるこ
とをとらえさせる。円を細かな三角形に等分割して並べかえることによって長方形に等積変
形し、円の面積を求める公式を導くことにつなげていく。 
また、本単元では、これまでの図形の学習を振り返り、必要なところは補充指導しながら、

理解を深めていくようにする。様々な考え方で学習内容のより確かな定着と習熟を図るため、
少人数学習の形態で進めていく。コース選択にあたっては、学習内容の理解が確実にできる
ようにするコースと、学習内容をより習熟し発展問題にも挑戦するコースを設定し、それぞ
れの目標を伝え、児童に決めさせる。計算技能や自力解決の面で難しさのある児童には、既
習の方法を用いて丁寧に意味を確かめさせながら、十分な支援を行い、基礎・基本の定着を
図っていくようにしたい。どちらのコースでも、選択性の練習問題を用意し、スモールステ
ップで理解の度合いを確かめながら定着を図っていきたい。また、本単元の中に、チャレン
ジ学習の時間を設定し、体験的活動を通して図形に対する見方・考え方を豊かにしていきた
い。さらに、身のまわりに目を向けて考えることにより、生活の中に存在する算数に気づき、
学習への興味・関心をさらに高めていくようにさせたい。 

  
３ 単元の目標                                          

 目   標 評価規準 

算数への 
関心・意欲・態度 

○円の面積を、単位面積の考えや
既習の図形と関連づけて求め
ようとする。 

○円の面積を、単位面積の考え
や既習の図形と関連づけて求
めようとしている。 

数学的な考え方 
○既習の図形に等積変形して円
の面積の求め方を考えること
ができる。 

○既習の図形に等積変形して円
の面積の求め方を考えている。

 
数量や図形についての
表現・処理 
 

○円周率を用いて直径から円周
の長さ、円周から直径の長さを
求めることができる。 

○円の面積を求める公式を用い
て、円の面積を求めることがで
きる。 

○円周率を用いて直径から円周
の長さ、円周から直径の長さ
を求めている。 

○円の面積を求める公式を用い
て、円の面積を求めている。

 
数量や図形についての
知識・理解 
 

○円の面積を求める公式を理解
することができる。 

○円周率の意味を理解すること
ができる。 

○円の面積を求める公式を理解
している。 

○円周率の意味を理解してい
る。 

     
 
４ 教材の関連と発展 
４年  ５年            中学 

 
13 面積のはかり方と表し方 11 平行四辺形と三角形の面

積 
・おうぎ形の弧の長さや面積

（１年）

・円柱、円錐の表面積（１年）

・面積の意味 
・長方形、正方形の面積の求め方

と公式の意味、その活用 
・面積の単位（ｃ㎡、㎡、ｋ㎡） 

・平行四辺形、三角形の面積の求

め方と公式 
・台形などの面積を求めること 
・複雑な形の面積の方眼による慨

測 

 
 
 

       ↓ 
2 円と球 本単元 円周と円の面積  

・円の概念、性質、かき方 
・半径と直径の関係 

 
→
 
 
 
 
 
→

・円周率の意味 
・円周の長さを求める公式 
・円の面積の求め方と公式 

 
→ 

 

 



５ 単元の指導･評価計画  （1４時間扱い） 
具体の評価規準 段

階 

時

間 

目 標 ・主な学習活動 

○学習課題 

☆主な支援の手立て 

評価規準 

【評価の観点】 

（評価方法） 
A:十分満足でき

ると判断する視点 
B:おおむね満足

できると判断する

視点 

努力を要する

と判断された

児童への具体

的な手立て 

  

 

と

ら

え

る

  

１  円周や直径の関

係について考える

ことができる。 

・一回転で進む長さが違う訳を考える。

・題意をとらえて課題を作る。 

○円周の長さは直径の長さの何倍

か、考えよう。 

☆内接正六角形や外接正方形から、円

周は直径の何倍くらいか考えさせ

る。 

☆円のまわりの長さ→円周 

円周の長さは、直径の３倍より少

し長く、４倍より短い。 

 

円周と直径の間には

関係があることを既習

内容と関連付けて考え

ている。 

 

【数学的な考え方】 

（観察・ノート・発言）

円周と直径の間

には関係があるこ

とを既習内容と関

連付け、いろいろ

な方法で考えてい

る。 

 

 

円周と直径の間

には関係があるこ

とを既習内容と関

連付けて考えてい

る。 

 

円の大きさ

は直径によっ

て決まりそう

であることに

着目させる。

直径と円周の長さを 

調べ、その結果から円

周の長さは直径の何倍

かを求めている。 

【表現･処理】 

（ノート） 

直径と円周の長 

さ正確に調べ、そ

の結果から円周の

長さは直径の何倍

かを計算で求めて

いる。 

直径と円周の長

さを調べ、その結

果から円周の長さ

は直径の何倍かを

求めている。 

 

直径や円周

の測定は、友

達のやってい

る方法から選

択させ、取り

組ませる。 

・円周率は電

卓を用いて求

めさせる。 

２ 

・

３ 

 円の形をしたい 

ろいろな物の直径 

と円周の長さを調 

べ、円周率の意味 

とその求め方、円

周の長さの求め方

を理解することが 

できる。 

 

・円の形をしたものの直径と円周の長

さを測って表にまとめる。 

○直径と円周の長さの関係を調べ

よう。 

☆直径や円周の測り方を出し合い、測

定する対象によって使い分けさせ

る。 

☆円周率は、四捨五入して 1/100 の位

までの概数で求めさせる。 

☆円周率を求める式から、円周や直径

の長さはわり算の逆算で求められる

ことに気付かせる。 

・円周率＝円周÷直径 

（円周率＝３．１４） 

・円周＝直径×円周率 
 

円周の長さを求める 

式を直径と円周の関係

から考えている。 

【数学的な考え方】 

（ノート） 

測定結果を考察

し、直径と円周の

関係を式にまとめ

ている。 

円周の長さを求

める式を直径と円

周の関係から考え

ている。 

 

円周÷直径

で、何倍にな

っているかが

求められるこ

とを確認させ

る。 

た

し

か

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  円の直径の長さ 

と円周の長さの関 

係を理解すること 

ができる。 

・直径の長さをかえ、円周の長さを表

にまとめる。 

○直径の長さと円周の長さの関係

を表から見つけよう。 

☆表から対となる２量の関係を検証さ

せながら、見つけさせる。 

円周率はきまった数なので、直径

の長さがきまると円周の長さもき

まる。 
 

直径の長さが２倍、

３倍になると、円周も

２倍、３倍になること

を理解している。 

【知識・理解】 

（ノート・観察・ 

ワークシート） 

直径と円周の比

例関係にも気付き

数量の関数的な見

方をしている。 

直径の長さが２

倍、３倍になると、

円周も２倍、３倍

になることを理解

している。 

表から、規

則性がないか

どうかに気付

かせる。 



ひ

ろ

げ

る 

 

 

 

５

・

６ 

 

本 

時 

 

チ

ャ 

 直径の長さと円

周の長さの関係を

活用し、校庭にか

くトラックの形を

考えようとする。 

 

 

 

・トラックは円周と直線の部分ででき

ていることを確認する。 

○60m トラックの円周の長さと直

線の長さを考えよう。 

・いろいろなトラックの形を考える。

☆机間指導をして実態を把握し、長さ

を求める過程が分かるように書か

せ、個に応じた支援をする。 

・発表し合い、互いの考えを交流する。

・分かったことや気付いたことを発表

する。 

既習事項を活用して 

円周の長さと直線部分

の長さを求め、トラッ

クの形を考えようとし

ている 

【関心･意欲･態度】 

（学習プリント･観察）

 

 

直径と円周の関

係について理解を

深めたり、関心を

高めたりした内容

を記述している。 

（感想記述） 

円周を求める公

式を使って、６０

ｍトラックの形を

考えようとしてい

る。 

 

 

 

整数値の直

径に3をかけ

てカーブ部分

を求められる

ように、表を

用意するなど

個に応じて支

援していく。 

 

 

と

ら

え

る 

 

 

 

７ 

・

８ 

 

 円のおよその面

積の求め方を理解

しようとする。 

・既習の図形の面積の求め方を想起す

る。 

○円の面積の求め方を考えよ 

う。 

☆解決方法の見通しをきちんともたせ

る。 

 円の面積は、単位面積や二等 

辺三角形の面積から求めるこ 

とができる。。 
 

円のおよその面積を 

単位面積の考えや既習

の図形と関連付けて求

めようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

（ノート・観察・発言）

円のおよその面 

積を、単位面積の

考えや既習の図形

と関連付けて考

え、いろいろな方

法で求めようとし

ている。 

 

円のおよその面

積を、単位面積の

考えや既習の図形

と関連付けて求め

ようとしている。

 

既習の図形

の面積の求め

方を使って円

の面積が求め

られないかを

考えさせる。 

９

・ 

１

０ 

 

 円の面積を求め

る公式を理解する

ことができる。 

・円を細かく等分して並びかえる。 

○円の面積を求める公式を考えよ

う。 

☆円の面積は長方形の面積に置き換え

ることができることから、公式を導

き出させる。 

円の面積＝半径×半径×円周率 

 

曲線図形の面積から 

円の面積を求める公式

を理解している。 

【知識・理解】 

（発言･ノート） 

円の面積を求め 

る公式を理解し、

公式を見て気付い

たことをまとめて

いる。 

 

曲線図形の面積

から、円の面積を

求める公式を理解

している。 

 

長方形の縦

の長さと横の

長さを円に関

連づけて考え

させる。 

た

し

か

め

る 

 

 

 

 

 

１

１ 

 円の面積を求め 

ることができる。 

 

・円の面積の公式を確認する。 

○円の面積を求めよう。 

☆半径と直径の関係を復習し、半径と

直径を混同しないように気を付けさ

せる。 

 

公式を用いて、円の 

面積を求めている。 

【表現・処理】 

（ノート） 

円の公式を用い 

て、円の面積を求

める様々な問題を

解いている。 

 

公式を用いて円

の面積を求めてい

る。 

 

円の公式を

復唱法で身に

付けさせ、こ

の式に当ては

まるように直

径や円周率を

挿入させて解

かせる。 



 

１

２ 

 学習内容を確実 

に身につけること 

ができる。 

・円周と円の面積の公式を想起する。 

○円周や円の面積を求める力を付

けよう。 

☆複雑な円の面積や円周の長さは計算

のきまりを使うと計算が簡単になる

ことに気付かせたい。 

円周＝直径×円周率 

円の面積＝半径×半径×円周率 
 

学習内容を正しく用 

いて、問題を解決して

いる。 

【表現・処理】 

（発言･ノート） 

学習内容を正し 

く用いて問題を解

決し、９割以上正

答している。 

 

学習内容を正し

く用いて、問題を

解決している。 

 

前時までの

学習について

一人一人のつ

まずきに応じ

て個別指導を

行う。 

１

３ 

 学習内容の理解 

を確認することが 

できる。 

 

○今までの学習を確実に理解しよ

う。 

・教科書やプリント問題を解く。 

☆一人一人の理解度を把握し、机間指

導をしながら個別に支援を行う。 

  

 

基本的な学習内容に 

ついて理解している。 

【知識・理解】 

（ノート・プリント） 

基本的な学な内 

容について、正確

に理解している。 

 

基本的な学習内

容について理解し

ている。 

 

円周や円周

率などの用語

の意味や円の

面積の求め方

直径と円周、

円の面積の関

係を確認しな

がら個別指導

を行う。 

ひ

ろ

げ

る 

１

４ 

 

 

 

チ

ャ 

 円周や円の求積 

方法を活用して、 

いろいろな場面で 

の円周や円の面積 

の求め方を考える 

能力を伸ばすこと 

ができる。 

 

○いろいろな形をした円周や円の

面積の求め方を考えよう。 

☆図を変形することにより求めやすく

なることに気付かせたい。 

 

 

いろいろな場面で円 

周や円の面積を求めよ

うとしている。 

【関心・意欲・態度】 

（観察・発言・ノート）

いろいろな場面 

での円周や円の面

積を求め、その求

め方を説明してい

る。 

 

いろいろな場面

で円周や円の面積

を求めようとして

いる。 

 

円周や円の

面積を求めや

すいように図

を変形し、部

分的に求める

ように支援す

る。 

   ＊チャ・・・・チャレンジ学習 
 
 
 
 
 



 
 
 
６ 本時の指導（６／１４）【チャレンジ学習】 

(1) 目標 
    直径の長さと円周の長さの関係を活用し、校庭にかくトラックの形を考えようとする。 

(2) 基礎・基本とのかかわり 
     本時で応用させたい基礎・基本は、次の内容である。 

［Ｃ 図形］  Ｃ⑴ 基本的な平面図形 
「エ 円周率の意味について理解すること。」

具体的には、円周率の意味、円周の長さを求める公式を理解し、それを活用する力を身に付けることが基礎・基

本であると考える。本時に至るまでのモデル学習では、円周率＝円周÷直径という公式に表れる意味を理解し、公

式活用によって円周率、円周、直径をそれぞれ求める活動をしてきている。本時は、その意味理解を深めるととも

に、日常的に生かされる数学的な価値を引き出していけるように位置付けたチャレンジ学習である。 
(3) 本時の指導にあたって 

本時は、身の回りに利用されている円について考えていく楽しさを味わうことができる学習であると考える。導

入では、校庭でリレーを楽しむために 60ｍトラックの形を考えるという目的を伝え、意欲的に取り組むことができ

るようにする。課題解決では、手がかりを既習の学習からさぐり、学習したことを生かして考えようとする発展的

な態度を大切にしていく。じっくりコースでは、課題解決の見通しを全員で確認し、直径の長さを先に考えてから

円周や直線の長さを求めていくように、スモールステップで進めていく。一方、どんどんコースでは、思考を広げ

ていくことを大切にし、様々な形を自分から考えて取り組めるようにしていく。そして、体験的活動を通して図形

に対する見方、考え方を豊かにし、身の回りに目を向けて考えることにより算数への興味・関心を広げたい。      
(4) 展開 

支援の手立てと評価の観点 
段階 学習内容・学習活動 

  「じっくり」フルコース  「どんどん」おかわりコース 
準備・

資料 
・校庭に円周が 60ｍの円をかいて直

径の長さと円周の長さの関係を確

かめたことを想起させる。 
・本時は、校庭でリレーを楽しむた

めにかく 60ｍトラックの形を考

えることをとらえさせ、チャレン

ジ学習への意欲をもたせる。 
 

・トラックの概形を提示し、円と長

方形から成り立つ形であることを

とらえさせ、イメージをもたせる。 
 
 

 

 
・質問を取り上げて確かめ、自力解

決の見通しをもたせる。 
 

 

 
と
ら
え
る 
 
 

じ

っ

く

り 
７ 
分 
・ 
ど

ん

ど

ん 
４ 
分 

 

１ 前時の学習を想起す

る。   

２ 問題を把握する。 
  リレーを楽し

むための 60ｍト

ラックの形を考

えよう。 
３ 課題を把握する。 

 
  
 

 
 
４ 見通しをもつ。 

・直線コース…2 本 
・コーナー……2 か所 

⇒円周 
  (コーナーを円周の

半周とみて考える) 
 ・円周＝直径×円周率 
  円周率を３とする。 

・校庭に円周が 60ｍの円をかいて直径

の長さと円周の長さの関係を確かめ

たことを想起させる。 
・本時は、校庭でリレーを楽しむため

にかく 60ｍトラックの形を考える

ことをとらえさせ、チャレンジ学習

への意欲をもたせる。 
 
・トラックの概形を提示し、円と長方

形から成り立つ形であることをとら

えさせ、イメージをもたせる。 
 
 
 

 

・円周＝直径×円周率をもとにして、

コーナー部分の長さを考えるとよい

ことに気付かせる。 
・直径の長さを先に考え、円周率を３

として求めた円周の長さを 60から引

いて残りの長さを直線の長さとすれ

ばよいことをとらえさせる。 

 
紙板書 
 
 
前時まで

の学習の

掲示 
 

た 
し 
か 
め 
る 
 
35 
分

・ 
37 
分 

ひ
と
り
学
び 
18 
分 
・ 
16 
分 

 
５ 自力解決に取り組

む。 
・60ｍトラックの形を

考えるために必要な

部分の長さを計算す

る。 
・直線コース、コーナ

ーの直径をもとに

60 ㎝のトラックを

かく。 

 
・計算でつまずいている児童には、既

習の考え方を想起できるように支援

し、必要に応じて答えを確かめるた

めに電卓を使用させる。 
・長さを求める過程が分かるように計

算式も書かせる。 
・作図でつまずいている児童には、出

来上がりのトラックのイメージをも

たせ、作図の順番を考えるなど、個

に応じた支援をする。 

 
・あらゆる形を考えさせる。 
・何通りも考えを発表できるように

用紙を何枚も用意しておく。 
・先にコーナー部分の長さを決めて

から直径を求めて作図する児童に

は、四捨五入して小数第二位まで

の概数にして考えさせる。 
・長さを求める過程が分かるように

計算式も書かせる。 
・計算をしていて分かったこと、気

が付いたことも書かせる。 
 

 

学習プ

リント

 
電卓 
 
コンパス 
 
定規 
 
 
 

60ｍ ト ラ ッ クの 円 周 の長 さと 直 線 の長 さを 考 え よう 。  



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 発表する。 
・考えたトラックの形

の求め方を発表す

る。 
・分かったことや気付

いたことを発表す

る。 

 
 
 
 
 
 
・指し示して説

明したりでき

補足したり助

・発表を聞く中

るときには、

ていく。 
・児童が考えた

トラックの形

に気付かせ、

じることがで

  

 
 
 
 
 
 
た 
 
し 
 
か 
 
め 
 
る 

と
も
学
び 

 
15
・

20
分 

        

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ 
ろ 
げ 
る 

 
 

５ 
 分 

７ 学習を振り返る。 
・ノートの自己評価欄

に、本時の自己評価

と感想を書く。 
 

・意欲、とも学

自己評価し、

入させる。 
・・分かったこと

の考えを聞い

かせる。 
・とも学びでの

りを評価に取

・実際に校庭に

ーを楽しむこ

ことを生かし

えることの

にしたい。 

( ５) 板書計画 

課題 

 

紙板書 

  
見通し 
 
・直線コース…２本 
・コーナー……2 か所⇒円周 

円周＝直径×円周率 

     円周率を３とする。 

60ｍ ト ラ ッ クの 円 周 の長 さと 直 線

 既習事項を

を考えようと

具体の

Ｂ：概ね満足

 円周を求め

トラックの形

る。 
 

 

【評価規準】関心・意欲・態度 
活用して円周の長さと直線部分の長さを求め、トラックの形

している。           （学習プリント・観察） 

評価規準 
できると判断する視点

努力を要すると判断された児童への

具体的な手立て 

 整数値の直径に円周率３をかけて
明したり、順序よく説

るように必要に応じて

言したりする。 
で分からないことがあ

取り上げて大切に扱っ

形の縮図を示し、60ｍ
にもさまざまあること

驚きやおもしろさを感

きるようにする。 

 

 

 
・多様な考え方があることに驚きや

おもしろさを感じることができる

ように発表順序を工夫する。 
・質問や考えの交流が十分に行える

ようにする。 
・直径の長さを先に決めても、直線

部分の長さを先に決めても、トラ

ックの形を考えることができるこ

とに気付かせるようにする。 
・縮図をかいた児童がいたら、取り

上げて発表させる。 

 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び、課題解決の観点で

レーダーチャートに記

や気付いたこと、友達

て思ったことなどを書

高まりや考え方の広が

り入れる。（感想記述）

トラックをかいてリレ

とを知らせ、学習した

、生活と関連させて考

楽しさを味わえるよう

・意欲、とも学び、課題解決の観点

で自己評価し、レーダーチャート

に記入させる。 
・分かったことや気付いたこと友達

の考えを聞いて思ったことなどを

書かせる。 
・とも学びでの高まりや考え方の広

がりを評価に取り入れる。（感想

記述） 
・実際に校庭にトラックをかいてリ

レーを楽しむことを知らせ、学習

したことを生かし、生活と関連さ

せて考え、活動を広げていく楽し

さを味わわせたい。 

 
レーダ

ーチャ

ートの

用紙 

の長 さを 考 え よう 。

児童の考えた形 

 

直径１０ｍのとき        直径１８ｍのとき    

円周は１０×３＝３０      円周は１８×３＝５４ 
一方のカーブは３０÷２＝１５     ５４÷２＝２７ 
直線は６０－３０＝３０     直線は６０－５４＝６ 
一方の直線は３０÷２＝１５       ６÷２＝３ 

る公式を使って 60ｍ
を考えようとしてい

カーブ部分を求められるように、表

を用意するなど個に応じて支援して

いく。 




